
漢方薬湯ティグレ広島

若い世代の女性客ターゲット
開業以来の全館リニューアル
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タ
イ
ガ
ー
魔
法
瓶

グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
ガ

ー
産
業
�株
が
運
営
す

る
温
浴
施
設
、「
漢
方

薬
湯
テ
ィ
グ
レ
広
島
」

（
西
区
楠
木
町
二
丁

目
一
〇
―
一
四
、
深

澤
憲
司
支
配
人
）は
、

老
朽
化
に
伴
い
、

１
９
８
９
年
９
月
の

開
業
以
来
初
め
て
の

全
館
改
装
に
着
手
し
、

３
月
１７
日
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
。

市
内
ホ
テ
ル
が
女
性

客
獲
得
に
向
け
て
温

浴
施
設
を
導
入
す
る

こ
と
な
ど
に
対
応
し
、
専
用
薬
湯
や
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
温
浴
な
ど
を
新
設
。
健
康
と
美

容
面
で
の
利
用
を
促
し
、
若
い
世
代
の
女

性
客
増
を
目
指
す
。

同
施
設
は
四
階
建
延
一
七
六
五
�
㍍
。

一
階
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
ル
ー
ム
を
男
女
に
区

切
り
、
手
足
を
浸
し
て
皮
膚
か
ら
酸
素
を

浸
透
さ
せ
悪
玉
水
素
イ
オ
ン
を
排
除
す
る

と
い
う
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
温
浴
を
新
設
し
た
。

二
階
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
浴
場
に
漢
方
薬

湯
、
薬
草
サ
ウ
ナ
、
リ
ン
パ
ケ
ア
ル
ー
ム

を
設
け
、
女
性
浴
場
に
は
カ
ン
ゾ
ウ
、
ト

ウ
キ
、
カ
ミ
ツ
レ
な
ど
六
種
類
の
生
薬
だ

け
を
配
合
し
た
薬
湯
「
四
季
」
を
採
用
。

三
階
は
畳
を
取
り
払
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル

ー
ム
、
貸
切
り
室
、
エ
ス
テ
室
、「
旬
菜
レ

ス
ト
ラ
ン
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
を
新
設
し

た
。
入
場
料
は
一
般
二
二
〇
〇
円
、
会
員

一
八
〇
〇
円
で
、
短
時
間
利
用
者
向
け
に

二
時
間
一
〇
〇
〇
円
の
新
コ
ー
ス
を
用
意

す
る
。
営
業
は
午
前
１０
時
〜
午
後
１１
時
で

年
中
無
休
。

同
施
設
は
月
平
均
五
〇
〇
〇
人
の
利
用

が
あ
り
、
う
ち
七
割
が
女
性
と
い
う
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
女
性
ロ
ッ
カ
ー
を
男
性
用

の
倍
の
二
三
〇
に
増
設
。
ボ
デ
ィ
ケ
ア
や

漢
方
を
使
っ
た
美
顔
エ
ス
テ
な
ど
を
強
化

し
、
二
、
三
〇
代
の
若
い
女
性
の
利
用
増

を
図
る
。

西
条
清
酒
品
評
会

酒
造
り
唄
保
存
会
に
功
労
賞

西
条
酒
造
協
会
（
前
垣
壽
男
理
事
長
�

賀
茂
泉
酒
造
社
長
）
は
３
月
２１
日
、
グ
ラ

ン
ラ
セ
ー
レ
東
広
島
で
「
第
五
七
回
西
条

清
酒
品
評
会
・
褒
賞
授
与
式
」
を
開
く
。

午
後
４
時
か
ら
は
公
開
利
き
酒
会
も
行
う
。

組
合
加
入
の
メ
ー
カ
ー
一
〇
社
中
、
九

社
が
吟
醸
酒
を
出
品
。
酒
の
香
り
や
味
、

コ
ク
な
ど
を
審
査
し
て
、
優
勝
者
、
優
勝

蔵
と
優
等
賞
を
決
め
る
。
さ
ら
に
三
二
人

を
永
年
勤
続
表
彰
、
西
条
酒
造
り
唄
保
存

会
に
は
酒
造
功
労
賞
を
授
与
す
る
。
同
協

会
は
０
６
年
１１
月
に
発
足
し
、
旧
西
条
酒

造
組
合
の
伝
統
行
事
を
引
き
継
い
で
い
る
。

▽
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
東
広
島（
フ
ジ
グ
ラ
ン
東
広

島
三
階
）は
４
月
５
日
か
ら
、米
国
の
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
外
国
語
映
画
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
、俳
優
浅
野
忠
信
主
演
の
映
画「
モ

ン
ゴ
ル
」
の
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
を
始
め
る
。

内
痔
核
の
治
療

は
手
術
に
よ
る
結

紮
＋
切
除
が
標
準

と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
麻
酔
と
入
院

を
必
要
と
し
、
術
後
の
疼
痛
も
あ
り
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
は
い
や
な
治
療
で
す
。
社

会
的
に
も
、
家
庭
の
事
情
で
入
院
治
療
が

で
き
な
い
患
者
さ
ん
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
内
痔
核
の
治
療
に
入
院
し
な
く

て
も
外
来
で
済
む
低
侵
襲
治
療
が
注
目
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ジ
オ
ン
と
い
う

薬
を
使
っ
た
硬
化
療
法
で
す
。
硬
化
療
法

と
は
痔
核
に
流
入
す
る
血
管
の
周
囲
や
痔

核
の
奥
に
硬
化
剤
を
注
入
す
る
注
射
療
法

で
、
痔
を
硬
化
さ
せ
て
治
し
ま
す
。
当
院

で
は
こ
れ
ま
で
硬
化
剤
と
し
て
、
五
％
フ

ェ
ノ
ー
ル
を
含
ん
だ
オ
イ
ル
で
七
年
間
に

約
二
〇
〇
〇
例
に
治
療
し
て
そ
れ
な
り
の

効
果
は
体
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
０
５
年

３
月
に
発
売
さ
れ
た
硫
酸
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

カ
リ
ウ
ム
と
タ
ン
ニ
ン
酸
を
成
分
と
す
る

ジ
オ
ン
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
硬
化

療
法
の
治
療
成
績
が
よ
り
向
上
し
た
感
が

あ
り
ま
す
。
治
療
は
麻
酔
も
な
し
で
ジ
オ

ン
注
射
液
を
一
つ
の
痔
核
の
四
カ
所
に
注

射
し
て
、
痔
に
流
れ
込
む
血
液
量
を
減
ら

し
て
痔
を
硬
化
さ
せ
ま
す
。
さ
ら
に
粘
膜

を
固
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
脱
出

し
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
手
術

と
同
程
度
の
治
療
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
硬
化
療
法
は
保
険
も
効
き
ま
す
し
、
日

帰
り
手
術
も
可
能
で
す
。
当
院
で
は
よ
り

正
確
に
硬
化
剤
を
注
入
す
る
方
法
に
モ
リ

コ
ー
ン
と
い
う
特
殊
な
肛
門
鏡
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
こ
の
器
械
に
は
痔
動
脈
の
位

置
を
音
で
知
ら
せ
る
ド
プ
ラ
ー
血
流
計
が

埋
め
込
ま
れ
て
お
り
、
硬
化
剤
で
あ
る
ジ

オ
ン
を
確
実
に
痔
動
脈
周
囲
に
注
入
で
き

ま
す
。
従
来
の
硬
化
療
法
は
痔
の
中
に
入

れ
て
い
た
た
め
、
痛
み
や
腫
れ
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
器
械
を
使
う
こ
と
で
無
痛

領
域
の
直
腸
粘
膜
下
に
確
実
に
安
全
に
注

入
で
き
ま
す
。い
ま
で
は
痔
の
治
療
に
モ
リ

コ
ー
ン
＋
ジ
オ
ン
硬
化
療
法
を
主
体
に
行

っ
て
お
り
、現
在
ま
で

に
約
一
〇
〇
〇
例
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。痔

核
を
切
ら
ず
に
治
す

治
療
が
可
能
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、こ

わ
が
ら
ず
肛
門
科
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

切
ら
ず
に
治
す
硬
化
療
法
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